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今シーズン、家きんでは令和７年 10 月 22

日に管内で国内１例目が確認されて以来、令

和８年４月 22 日までに 16 道府県 24 事例

発生し、約 576 万羽が殺処分の対象となって

います。北海道では５事例、うち、胆振管内で

２事例の発生がありました。引き続き、飼養衛

生管理の徹底に努め、鶏舎等の修繕、衛生管理

の点検、強化など次のリスクシーズンに備え

てください。 

 

 

 

 

 

現在、本道を除く 46 都府県がワクチン接種による発生予防・まん延防止対策を推進していま

すが、依然として散発的な発生が確認されています。 
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道内では、平成 30 年の岐阜県での発生後も豚熱の発生

は確認されておらず、ワクチン接種も実施しておりません。  

引き続き、飼養衛衛生管理を遵守の上、道内への侵入防止

対策を徹底していただき、

道内へワクチン接種豚等

が移動してこないよう、導

入元の確認等をお願いし

ます。 

 

 

 

 

 

 

令和７年 10 月に台湾の飼養豚で発生があり、東アジアで未発生なのは日本のみとなっていま

す。特に韓国では飼養豚、野生イノシ

シともに感染が拡大、令和８年１月以

降飼養豚での発生が相次ぎ、南部まで

拡大しています。訪日外国人の増加に

より、豚肉製品の違法な持ち込み事例

も増加しており、さらなる侵入防止対

策の強化が検討されています。 

 

 

 

 

国内では、平成 22 年の宮崎県での発生以降本病の発生はありませんが、アジア各国を含め世

界中で継続的に発生しており、韓国では令和８年１月に９か月ぶりに発生がありました。 

前回の発生は韓国での発生後に起きており、侵入リスクは非常に高い状態です。 

口蹄疫は牛や豚などで発熱や食欲不振に始まり、後に泡状のよだれを流したり、口、ひづめ、

乳房に水疱（水ぶくれ）ができるのが特徴です。 

毎日の健康観察を徹底し、口蹄疫を疑う症状が見られた場合は直ちにかかりつけの獣医師や家

畜保健衛生所に連絡しましょう。 

 

 

★海外旅客携帯品からの口蹄疫ウイルス分離事例について★                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 

本年１月 11 日に新千歳空港へ到着した北京発の航空機に搭乗していた旅客の携帯品（山羊肉

(蹄)）の検査で口蹄疫ウイルスが分離された旨、動物検疫所ウェブサイトで公表されました。 

 

（農林水産省 HP より） 

アフリカ豚熱について 

口蹄疫について 
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口蹄疫・アフリカ豚熱侵入防止のために 

◆ 人や物に病原体が付着して持ち込まれる恐れがあります！ 

農場の出入り口に看板等を設置し、関係者以外の立入を制限しましょう。 

また、畜産関係者の方は発生国への渡航を自粛し、やむを得ず渡航する場合は家畜を飼養して

いる農場などへの立入りは極力避けるようにしてください。 

◆ 農場への侵入防止対策のために飼養衛生管理を徹底しましょう！ 

万が一国内にウイルスが侵入したとしても、飼養家畜への感染を防止するため、人、車両、物

の消毒等、衛生管理の徹底や早期発見のための監視の強化に万全を期してください。 

◆ 海外からの携帯品や国際郵便物に含まれる肉製品に注意！ 

技能実習生等の外国人従業員を受け入れている場合は日本への持ち込みが禁止されている肉製

品が母国からの携帯品や郵便物によって持ち込まれることのないよう、周知徹底してください。 

 

 

 

令和 6 年 4 月より、国際基準の見直しに合わせ、国内の死亡牛の BSE 検査対象牛が変更され

て以降、２年が経過しました。 

BSE 検査の要否については、検案した獣医師が死亡獣畜処理指示書（以下、指示書）に記載し、

当所に届出をしていただいているところですが、記載ミスやチェック漏れによる確認を要する事例

が散見されています。 

指示書の交付前には、今一度、BSE 検査要否のチェック漏れがないかどうかの確認をお願いし

ます。 

獣医師の皆様におかれましては、正確な指示書の記入等について、引続きご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死亡牛の BSE 検査について 

※ 旧様式 

病名（死因）は正確に記載して下さい！ 
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○ 法定伝染病      

疾病名 畜種 
胆振 全道 

戸数 頭羽数 戸数 頭羽数 

ヨーネ病 牛 17 91 140 395 
 めん羊     

 山羊   1 4 

伝達性海綿状脳症 めん羊     

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 １ ２ 3 6 

（患畜）        

高病原性鳥インフルエンザ 鶏 １ 183,566 ２ 640,140 

（疑似患畜）      

      

○ 届出伝染病      

疾病名 畜種 
胆振 全道 

戸数 頭羽数 戸数 頭羽数 

牛ウイルス性下痢 牛 1 1 16 28 

牛ウイルス性下痢（疑症） 牛   2 2 

牛伝染性リンパ腫 牛(農場) 19 21 
118 

126 
 牛(と畜場) 1 23 137 

牛伝染性リンパ腫（疑症） 牛   2 2 

破傷風 牛   2 2 

破傷風（疑症） 牛     

気腫疽 牛     

気腫疽（疑症） 牛     

牛丘疹性口内炎 牛   1 1 

サルモネラ症 牛   10 22 

牛伝染性鼻気管炎 牛   2 5 

破傷風 馬     

馬鼻肺炎 馬 1 1 15 38 

馬鼻肺炎（疑症） 馬     

馬インフルエンザ 馬     

豚丹毒 豚(農場)   
4 

 

 豚(と畜場) １ 3 13 

豚繁殖・呼吸障害症候群    1 1 

バロア症 蜜蜂    群 

チョーク病 蜜蜂    群 

 

監視伝染病発生状況について（令和８年１月１日～４月 30 日） 
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○高病原性鳥インフルエンザについて 

  

令和８年２月 24 日、北海道胆振総合振興局の主催により、安平町において高病原性鳥インフル

エンザの発生を想定した防疫演習が開催されました。 

今回は胆振土木協会の協力のもと、埋却作業を中心として主に建設業者の方を対象とした演習を

行い、防疫作業についての理解の醸成に努めました。 

残念ながら令和８年３月５日、安平町において高病原性鳥インフルエンザが発生しましたが、そ

の際には、今回の防疫演習が非常に有益なものとなりました。 

 

１ 日時：令和８年２月 24 日（火）13:00～16:00 

２ 場所：早来町民センター体育館 

３ 内容： 

（１）発生時の防疫対応について（説明：北海道胆振家畜保健衛生所） 

（２）発生時の埋却作業について（説明：北海道胆振総合振興局産業振興部農村振興課） 

（３）埋却予定地の状況について（説明：北海道胆振家畜保健衛生所） 

（４）埋却作業の実際の対応状況について（説明：株式会社 丸博野沢組） 

（５）防疫衣の着脱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 防疫演習の開催報告 
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令和 8 年 5 月に家畜伝染病予防法が改正され、ワクチン接種地域（北海道を除く 46 都府県）

においては、豚熱の殺処分範囲の見直しを行い、まん延防止のために必要な豚のみを殺処分する、

選択的殺処分を導入しました。また、国内におけるランピースキン病の発生、国内に持ち込まれる

違法な畜産物の増加等の情勢を踏まえ、家畜伝染病予防法の一部を改正する法律案を国会に提出

し、令和 8 年 5 月 15 日に成立、同年 5 月 19 日に公布されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細はこちらをご覧ください。 

◆家畜伝染病予防法の改正（令和 8 年）について 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/e_koutei/kaisei_kadenhou/kaisei_kakuron/kaisei-r8.html 

◆豚熱（CSF）について 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/csf/ 

家畜伝染病予防法の改正について 
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令和８年度の家畜伝染病予防法第５条に基づく検査は、次のとおり計画しています。 

本年度につきましても皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 
 

 

 

令和７年度、胆振管内では畜産物への抗菌性物質や注射針等の残留事例の発生はありませんでし

た。全道では、令和７年度は生乳への抗菌性物質残留事例が 43 件発生し、廃棄乳量は 744.3t と

なっています。原因としては誤搾乳が最も多く報告されています。また、畜肉への抗菌性物質残留

事例も乳廃用牛で１件発生しています。また、破損注射針の畜肉への残留事例も３件発生していま

す。次のことについて徹底し、発生防止に努めてください。 

 

 ＜生乳への抗菌性物質残留防止＞ 

 ・治療牛の隔離やマーキングの徹底（テーピング、スプレーなど２つ以上の方法で） 

 ・獣医師の指示に基づいた動物用医薬品の適正使用 

 ・搾乳者間における情報の共有 

 ・治療の記録や確認検査の実施 

 ＜注射針残留防止＞ 

 ・家畜をしっかり保定した上で注射を行う 

 ・曲がった針は使用しない 

 ・家畜の体内に針が残留した場合は速やかに除去する 

 ・残留した（疑われた）場合は残留部位への標識や記録・伝達を行う 

 

対象家畜 検査の種類 対象地域 進捗状況 

乳用牛 

（24 か月齢以上の 

搾乳の用に供する雌牛） 

ヨーネ病 

登別市 R8.４月実施済 

室蘭市 R8.５月実施済 

むかわ町 R8.５月実施済 

肉用牛 

（24 か月齢以上の 

繁殖の用に供する雌牛） 

ヨーネ病 

苫小牧市 R8.４月実施済 

厚真町 R8.10 月実施予定 

洞爺湖町 R8.11 月実施予定 

死亡牛 牛海綿状脳症 管内一円 通年 

 

家きん 

高病原性 

及び低病原性 

鳥インフルエンザ 

（強化モニタリング） 

管内 
10 月 

実施予定 

 

蜜蜂 腐蛆病 管内一円 
７月～９月 

実施予定 

 

令和８年度家畜伝染病予防法第５条に基づく検査について 

畜産物への抗菌性物質、破損注射針の残留防止について 
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令和８年度は右表の日程で 

受付いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●検査の対象牛は６か月齢以上(採血日が基準)です。必ず生年月日を確認してください。 

☆４月１日生まれの牛は 10 月１日で６か月齢です。 

☆10 月１日に採血した場合の検査対象は、４月１日とそれ以前に生まれた牛です。 

●血液検査（スクリーニング法）で陽性となった個体については、確定検査のため、 

獣医師による“糞便”の採材が必要となります。 

●移動や個人売買等に係る「健康検査としてのヨーネ病検査（血液検査）」も表の日程で 

検査を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              （指導課 指導専門員 宝達 美穂 ⇒ 退職） 

 
閉庁日（土・日・祝日等）、時間外（17:30 から翌 8:45 まで）は↓へおかけください 

               ０１４３－２４－９９０５（胆振総合振興局代表電話） 

⇒「家畜保健衛生所に連絡をしたい」とお伝えください 

   

北海道胆
い

振
ぶり

家畜保健衛生所 
〒059-0462 登別市富浦町４丁目３番地 
TEL：０１４３－８５－３２３１  
FAX：０１４３－８５－１５６２ 

所長 山本 慎二  次長 伊藤 満 

指導課長    藤井 誠一  予防課長    髙木 裕子 

主査（薬事･安全） 川崎 昌美 主査（危機管理） 内田 兼司 

 指導専門員   河本 亮一 

 専門員     佐野 智恵美 

所内体制及び緊急連絡先 

家畜市場上場に係るヨーネ病自主検査について 


